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中国語のなかの外来語
那 須 清
は じめに
"近ごろの 日本語 には外来語 が 多す ぎる
。 この まま放 置す れば 日本語 は
滅 びる。""いや,国 際化 時代 に処す るには,外 来語 を積極的 に導 入すべ き
だOasこの よ うな議論 が新 聞の投書欄 をときどき賑 わせ る。
日本語 を学 習す る外国 人に とって も,日 本語の なか に使 われ る外 来語 は
や っか いな問題 の 一つ で あろ う。 日本語 とは対照 的に,外 来語の使用 が少
ない中国語 の話 し手は,日 本語 にお ける外来語 をどの よ うにみて いるので
あろ うか。"日語学習与研究"の'79年1月号 に出て いる劉徳有 ・岳 久安 両氏
の意 見に よれば,「日本 人は外来語 を速やか に吸収 し,新 しい事物 を表現す
る」「日本 人は進取 の気象 に富み,新 しい事物 を取 り入れ るに も積極 的 に創
造 し,大 胆 に革新す る」 と,賛 美 の辞 を惜 しまない。
では,日 本語で使 われ ている外来語 は,中 国語 で は どうなってい るので
あ ろ うか。 次の例 を見 られ たい。
金曜 日は,あ なた と京 丑の リフ レッシュ ・デー
あす,金 曜 日,変 わ る京 王
オフ ィスに さよな らす る金曜 日。
フ リー タイムが待 って いる金曜 日。
金曜 日はヂ 週ー 間 の分 岐 点 。 さ,身 もこ こ ろ も リフ レッシュ しま しょ
う。京 王が フ レッシュ ・エ ア をお届 け します。金曜 日か ら,新 しい一一
週 間が始 まる京 正。 い よい よあす15日は,生 まれ変 わ ってデ ビュー。
新装 な ったフロア に,鮮 度ばつ ぐんのフ ァ ッシ ョンが勢揃 い します。
楽 しい シ ョックが待 って い ます。
"星期五是恋和 京王百貨 公司換 然一新的 日 」。
明 天,星 期 五,京 王百貨 公司要 変革1
星期 五,恋 將服み 公室告 別。 星期 五,自 由 財間在 等待 着砲ミ。星期 五,
是 一周的分水.'。来,辻 我/「1的心 身都換然 噺 唱。 京f百 貨 公司要給
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恋送去新鮮 空『。杁星期五起,京 王 百貨公 司要 ナ1二始新 的一周。 明天一
一 十五 日,将 第一次以新 的姿恋 呵世。
在新装飾 的楼尿 胆,将 展出款式 掃常新穎的吋装。快 娠的沖劫 在等待
丁ミビ'
日本語 の例文 は外 来語 をわ ざと多 く使 ったコマー シャルで あ るが,こ れ
を中国語 に訳す と下文 の よ うに なる。下 線 を引 いた部分 が カ タカナ の外来
語 に相 当す るが,す べ て完全 な中国語 で ある。 中国語で使 われて いる外来
語 は,何 を基準 として外 来語 とみ なすべ きか,そ の判定がむつか しいが,
少 な くとも下線 の語 は外 来語で はない といえる。む しろ他の語,例 えば「星
期」 は もと 「礼拝 」(日曜)と いい,明 らかに外来語 とい うべ きで あるが,
「星期」を外来語 と感 じる中国 人は少ないであ ろ う。「公司」もcompanyの
訳語 で あるが,やは り外来語 と思 う中国 人はあ ま りい ない らしい。「分水嶺 」
「空気」 は 日本語か らの借用 と考 え られ る。 しか し,以 上 に挙 げた語 は何
れ も"漢 語外来詞詞典"*に は収録 され ていない。 とすれ ば,上 掲の 中国文
には外 来語 は含 まれて いないこ とになる。 カ タカナの 多い 日本語 に中国 人
は さぞか し困惑 して いるこ とと思 うが,こ れ に敬意 を表す るの は近代化の
波 の影響 か も知 れ ない。
*この書は 「寧Rク ル トモ濫スル勿 レ」 という方針で編集されているの
で,こ のようなものは除外 したのであろう。
中国語へ入 った外来語の沿革
中国語 に外来語が いつ ごろ入 って きたの かは定 かではないが,漢 の武帝
の命に よって大 月氏へ赴 いた張 鷹が,西 域 の文物 を携 えて帰国 したのが紀
元前126年であ る。おそ ら くその ころに外来語 も入 って きたのであろ うとい
われて いる。"博物志*"に 「張 鷹西域 二使 シ,安 石国 ノ榴 ノ種 ヲ得 テ以 テ
帰 ル,故 二安石榴 ト名ヅ ク」とい う記事 が 見える。現 在用 い られて いる「石
榴」 は 「安石榴」の略 である。
*晋 の張華(231～300>の著,成 立年 代不 詳。
"漢書"(78年ごろ)に 出て くる 「仁頻 」は
,ジ ャワ語のjambiで,顔氏
の古注 によれば 「仁頻即 賓 狼也」 とある。 「賓 根」はマ ラ イ語のpinangの
音訳で,今 日で は 「横 榔」 と書 かれてい る。"後漢 書"(426年ころ)に 「師
子」とい う語 が出 るが,これはペ ルシァ語のserあるいは 東イラン方言のvse
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またはv-51の音訳 であ ろ うとい う。 「師子」 は今 日 「獅 子」 と書 かれ てい る。
このほか・古代 に入 った外 来語 に「葡萄」(イラン語 のbadagaの音訳),「菖
楷」(原始 イラ ン語 の*busuk,*buxuxあるいは*buxsukの音訳)な どが あ
り,こ うい った音訳語のほか 「胡麻,胡 瓜,胡 桃,胡 琴」 な ど 「胡」 を冠
した意訳語 が ある。北魏 の孝文 帝が 「胡語」 の使 用 を禁 じた(495年)の
は,当 時か な り鮮卑語 が使 われて いたこ とを物 語 ってい る。
前 漢の とき(2B.C.)仏教 の伝 来に伴 って,多 くの仏教用語が輸 入 され
た。 「禅,般 若,菩 提i摩 詞」 などは専門用語 に止 まったが,「仏,塔,僧,
尼,和 尚,地 獄 」の よ うに,m般 に広 く用い られ るよ うになった語 があ り,
さらに 「世 界*,現 在,因 果,結 果,円 満」など,も はや 仏数 とは無関係 に
用 い られ てい る語 があ る。
*古代中国では 「天下」の意。仏教では 「世」は時間,「界」は空間の意。
元時代 には蒙古語,清 時代 には満州語 が入 った。 北京の町名 に 多い 「○
○胡 同(横 丁)」とい う語 は,蒙 古語 で聚落 とか井戸 とい う意味 の語か ら来
た といわれ る。駅 を 「姑」 とい うの も蒙古語 のjamか ら来た もので,中 国
語の 「姑」 は立つ とい う意味 しか なか った。明時代 には,マ ル コポー ・ロや
マ テ リオ リッチが来朝 したので,イ タ リア語系の外 来語 が入 ったはずで あ
るが,正 確 なこ とはわか ってい ない。
19世紀 になる と,帝 国 主義諸 国の侵略 に伴 い欧米系の外来語が増加 した。
当時,中 国 人 と頻 繁 に接 触 したの は英国 人で,米 国人が これ に次 いで 多か
ったため,英 語か らの借 用が最 も多 く,他 の ヨmッ パ語 も大部分 は英語
を通 じて入 った。 日清戦 争以後 になる と日本語か らの借用 が急増 したが,
その大部分 は中国語 の構造 に従 ってい るので,中 国 人に対 して外 来語 とい
う感 じをあ ま り与えないのでは ないか と思 われ る。
現代 中国語の なかの外来語
現代 中国語 の なかでは どれ くらいの外来語が使 われてい るので あろ うか。
84年に出版 された"漢 語 外来詞 詞.典"には,古 今の外来語1万 語 あ ま りが
収録 され てい る。 この数 はt現 代 日本語 にお ける外 来語 と比べ る とか な り
少 ない。"日本語 となった外国語辞典"(集 英社 発行,昭58年)に は,略 語
2500語を含め て,38500語が収 め られ て いる。外 来語辞典 の語数 を比 べ る
と,ほ ぼ4対1と い うこ とになる。 日常 の出版物 に使われ ている状況 は,
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詳細 な調査 は していないが,冒 頭 に掲 げた例か らみ て も,中 国語の なかに
現 われ る外 来語(日 本語か らの借用語 を除 く)は,お そ ら く日本 語*の場合
に比べ て1/10以下 であろ う。
*日本語で使われている漢語,つまり中国語か らの借用語 も,外来語 とは見
なさないこ とにす る。
日本 は,明 治維新後 に欧 米文化 を積極 的に吸収 し,そ の過程 で大量の外
来語 を新造 して外来語 を受 け入れ る素地 がで きた。 そ して それが今 日まで
継続 してい るわけで ある。 それ に反 して,中 国で は近 代化 がお くれ,外 国
の文化 に接す る態度 も消極的で あったこ とが,中 国語 に外来語の少 ない大
きな原因で ある。 しか し,そ の ほか に も外来語の摂取 を阻む 原因が あ る。
これにつ いては後述 す る。
中国語で用 い られ てい る外来語の最近の状況 につ いては,中 国 で も調査
や 研究が行 われて いない よ うで,そ の報告 に接す るこ とがで きない。 ここ
では,30年前の古 い資料 にな るが,先 に挙 げた"漢 語外来詞詞典"の 著者
の手 になる"現 代漢語外来詞研 究*"に よって見 てい くこ とにす る。
*高名凱 ・劉正竣著,文 字改革出版社,1958年2月。
同書の 「現代 中国語 の外来語 に反 映 された外来 の事物 と概 念」 とい う章
には,意 味 に よって分類 した1266の外来語 とその原語 が掲 げて ある。 それ
に よって作成 したのが次表 であ る。
現代中国語における外来語の意味別原語数
原 語
意味分野 英 日 仏
帯路 芯琢 独 チへ ・トウ イ クILスペ イン 伊 イ封 孔 ア
政 治 1]5(72)23{6)39 5(2)26{5)7(3)5(4)4 4 2(2)
文 学 芸 術 94(8)51{7)12 12(1)2 2 5 lU
幣 制 83 51 6 3 5 15 3
哲 学 75(1)12(1)61 1 1
経 済 73(1?21(1?41 1 1
度 量 衡 73 37 29 6 1
化 学 64 56 7 1
起 化 教 育
出 版 体 育 53/8)23(b)21 2(2)1
1社 会 493)17(3)
17 6 4 3 2
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医 薬 48 35 12 1
宗 教 46(14)22(8)4 1Q(fi} 7 3
飲 食 45 33 2 3 4 1 1 1
物 理 42 14 13 3 2
軍 事 41(6}13(3)23 1 1{1) 2(2)1
法 律 39 39
心 理 2& 9 〉〉
生 物 24 17 4 1 2
機 械 21 15 3 3
日 用 品 19 16 2 1
文 通 18 9 8 1
痙築・家賦 ・住 所 15(x)6(2)6 1 1 1
数 学 14 2 9 3
紡 織 13 9 1 1 1 1
衣 服 ・ 腹 装 12 9 1 1
地 質 ・地 理 10 5 5
生 理 lo 5 5
外 交 7 1 6
言 語 5 3 1 1
そ の 他 132(5>32(484 3 3(1)4 2 2 2
計 1'166rU皇5614レ464 78(5>60(7)3Q(9)22(6)18 16 15il5(2)
1
2
()は 固 有 名詞 で 内数 但 し,蒙 古 ・チベ ッ ト ・ウ イ グル語 につ い て は不 正
確 。 ゴ シ ッ クは 各分 野 に お け る最 多数。
この表 に よれ ば,最 も多数 を占め る原語は英語で43%強,次 いで 多いの
は 日本語で37%弱 とな ってい る。前述 の よ うに,中 国語 に外来語 が現 われ
たのは2000年前 であ るが,外 来語 が急増 したのはアヘ ン戦争以後 であ り,
英語 と日本語か らの借用が 多いの は,中 国の近代 史にお ける英国 と米 国お
よび 日本 との関係 の反映で ある ことは,い うまで もない。
外 来語 は 自国 にない新 しい事 物や概 念 を表わすために使用す るのが大 き
な理 由であ るか ら,こ の表 によって,中 国が主 として どこか らどの よ うな
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新 しい文 化 を取 り入れ たか を知 るこ とがで きる。 い ま,借 用の 多い英語 と
日本語 につ いて,ど うい う意味分 野の語 を取 り入れて いるか を比較 してみ
よ う。 それ ぞれ語数の 多い順 に並べ る と,次 の よ うになる。
英 語
化 学,文 学 ・芸 術,幣 制,度
量 衡,医 薬,飲 食,宗 教,(社
会),生 物,日 用 品,機 械,交
通,糸方織,衣 月艮・月侵装,(建 築 ・
家 屋 ・住 所),(地 質 ・地 理),
(生理)
()内 は 英 ・日同 数
日 本 語
そ の 他,哲 学}経 済,政 治,
法 律,文 化 ・教 育,出 版,体
育,物 理,軍 事,(社 会)s心
理,数 学,(建 築 ・家 屋 ・住
所),(地 質 ・地 理),(生 理)
1語ずつ当 ってみ ないこ とには正確 な結論 は出せ ないが,数 の上 か らみ
てい えるこ とは,英 語 か らの借用 は実務 ・産業 ・技術 など,生 活に直結す
る語が 多 く,日 本語か らの借用 は人 文,社 会 ・自然科学 な どの抽 象概念 を
表 わす語 お よび 「その他」が 多い。 これは中国の対外接触状況 と大 きな関
係 が ある。
アヘ ン戦争の結果,欧 米列強 の対中国 自由貿易が始 ま り,清 末の洋務運
動や列強の資 本進 出に よって,欧'1`一の物 質 文明が 中国 人の生活 に入 りこん
だ。 一`J,日本は明治維新 以後,欧1の 文化 を摂取す るにさい して,漢 字
を用 いた訳語 を大量に作 ったので,近 代化がお くれ た中国は,日 本製の漢
字訳外 来語 をその まま取 り入れたわ けで ある。清朝末期か ら民国の初め に
か けて来 日した 多数 の留学 生が,日 本製の漢訳語 を積極的 に使用 したの も,
日本語 か らの借 用がふ えたのに与 って いる。民国の初め,彰 文祖 とい う人
が,わ けのわか ららぬ 日本語 の氾濫 を批判 し,中 国 固有の言語 文章 を まも
れ と警告 してい る。上 に引用 した"現 代 漢語外 来詞研究"の158ペー ジに次
の よ うな記 事 が あ る。
日本語 が中国語 に及ぼ した影響 は非常 に 大き く,現 代中国語 におけ
る外 来語 の 一i三な原語の ・つで あ り,最 大の 来源で ある といって もさし
つか えない。 欧 米の こ とば も,日 本語 を通 して入 って 来た もの が 多い。
昭和60年3月23日付'の読売新聞朝1二llに掲 載 され た1東京会議開 幕座談会 」
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の記事の 中で,村 上 陽一郎 氏が 「あ る統 計 によ ると,中 国や韓 国で いま使
われ ている科学 ・技術用語 の うち70%近 くは 日本で作 られた漢字 語だ とい
います」 と発言 され てい る。 こ うい う記事 か ら推測す る と,現 代 中国語 の
なかで使 われて いる外来語 は,上 表 の数 字 とちが って 日本語 を原語 とす る
ものが いちばん 多いので はないか と考 え られ る。 もっ とも,日 本語 か らの
借 用 とは い うものの,そ の 内容 はほ とん ど欧米 の文 化 を表わす ものであ る
こ とは い うまで もない。
中国語 におけ る外 来語の特 徴
中国語 の外 来語 を言語面 か らみ る とどの よ うな特徴 が あるのか。以下,
借 用の しかた 及び原語 と音韻Lな らびに意味 、Lの対応関係 に大別 してみ て
い く。
1.借 用 の しか た
(1)意訳 は 少 数
pudding布丁
era開麦 拉
(2)音訳 十 意 訳
poker朴克cocoa可 可sofa沙 発cam・
一部分 を音 訳 し一部分 を意訳す る。…部 分 を音訳 し…部
分 を音 と意味 とを兼ねて訳 す。 また音訳 に類別 を示す 中国語 を付加 す る。
Dowli119Paper道林 紙icecream十 水激 淋cement西 門 土
の 　 　
flannel法蘭 絨jazz爵=f=楽beer牌 酒c日rdド ♪セpil19-
.■ ●,
POn9兵 喚∫求
　
(3)音と意 味 と を兼 ね る
vitamin維他 命(か れ の 生 命 を維 持 す る)opium鴉 片(黒 い き れ は
し>engine引 整(引 い て}げ る,エ ン ジ ンの 始 動 用 グ)紐を)Coca
Cola・∫II・r楽E!1あた り よ く楽 しい)miniskirt迷 角旅君/あ な た を
惑 わ せ る ス カ 一ート)
(4)意訳
butter黄油lens透 鏡frasco焼 瓶buntaillpen自 来 水 筆
gasoline汽油SanFranciscoi日 金lllMelbourne新 金 山
II.原語 と 音 韻Lの 対 応
.r
11訳及 び 音義 兼 訳 の 場 合,中 国 語 の 晋韻 体 系 に 従 う こ とは い う ま で もな
い が,広 東やL海 な ど 南 方 の 開 港 場 を 通 じて 入 っ て 来 た もの は,そ れ ぞ れ
●
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の地域 の方言音で発音 しない と原語音 とかな りちが った音 にな って しま う。
例 えば,icecreamの1水漠淋 は共通語で はpiOt～`ilinと発音す るが,広 東方
言ではpiok望eilamと発音 し,原 語 音 に近 くなる。ただ,そ れ ぞれの語 が ど
の地方 を通 じて入 ったか明 らかでない ものが 多いの で,以 下 に挙げ た例語
には共通語 音 を国際音声記号の簡略表記 で示 した。 方言音 は筆 者の判断で
参 考的 に付 け加 えた もの であ る。
注意すべ きこ とは,表 音 のための漢字 の選 定 にさい して,漢 字の意味 が
考慮 され る こ とがあ る とい う点 で ある。音義 兼訳語が その典型で あ り,こ
れ は中国語独特 の現象 であ ろ う。
(1)子音
複子 音:
中国語 に は複 子音が ないので,子 音間 に母音 を入れた り子 音を省略 す る。
X-ray愛克斯光 〔aikbsikuaO〕Shakespeare沙士比亜 〔聯Ypija〕
音節 末尾子音:
母 音 を加 えるか または省略す る。
01ympic奥林 匹 克[aolinp`ika]golf高爾 夫[kao∂rfu]
burg漢墾[xanp`u]Elliot義 律[ily,広 東iloet]
有 声 子 音(破 裂 ・破 摩 ・摩 擦):
中 国 語 に は 相 当 す る 音 が な い の で 無 声 音 と な る 。
ballet巴雷[palei」democracy徳 護 克 拉 西[tomokblali]
伏 特[fut`a,蘇州vo?dgp]
[gi,ki,hi]
Ham一
volt
共 通 語 で は 軟 口 蓋 音 と前 舌 狭 母 音 と は 結 合 し な い の で,前 舌 音 と な る。
guiter吉他[tSit`a,客家kitt`a]hysteria激斯 底 里[∫ies了tiliコ
guild基爾 牛寺[tliertb]
[s,z,S,tl,d〔〕]:
原 語 音 に 近 く音 訳 され る(soda蘇打[suta])が,そ})舌 音 と な る こ とが
あ る 。
sofa沙発[safa,蘇 州sofa?]Swiss瑞 士[ZUIS1]Chicago
芝 加 寄 「tJitfiaka,広東tsikako]
[r,1]
省 略 さ れ る こ とが あ る。
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Berlin柏林[pailin]volt伏 特[fut噌9]
② 母 音
単 母 音 が 複 母 音 と な っ た り複 母 音 が 単 母 音 とな っ た りす る。 選 定 さ れ る
漢 字 の 音 に も関 係 し,規 則 立 て る の は 困 難 。
Esperanto愛斯 不 難 読[aisYpunantu]comera開麦 拉[k曜aimaila]
shillig先令[lienliO,広東linliη]coupling背 輪[k`aopeilun]
waltz華爾 弦[xuaartsi」acre愛 克[aik`a,蘇州ekb,]motor
摩 托[muoゼuo]cocoa可 可[k`ak`a,蘇州k`auk`au]
複 母 音 が 分 離 して2音 節 と な る こ とが あ り,複 音 節 が1音 節 に な る こ と
も あ る 。
dyne達因[tajin]point膀 音[paOjin]dozen打[ta]
音 訳 に 使 用 す る漢 字 の 選 択 に さ い し て 意 味 が 意 識 さ れ た た め,原 語 音 に
近 い 青 を もつ 漢 字 が 除 外 さ れ る こ とが あ る。 こ の よ う な 現 象 に つ い て の 研
究 は 行 わ れ て い な い の で,次 に 筆 者 の 感 じた 例 を 挙 げ て お く。
inch因制[intJ1]([tf'i]其,起,器…)
salad色拉[Sala]([sad撤,洒,颯 …)
motor摩托[muoゼuo]([mou]牟,謀,其 …;[t`a]特 …;[t電a]
他,塔 …)
III.原語 と意 味 上 の 対 応
意 味 の 幅 が 狭 くな っ た り,別 の 意 味 に な る こ とが 多 い 。 こ れ は 中 国 語 に
お け る 独 特 の 現 象 で は な く,他 の 言 語 に お い て も共 通 に み られ る こ と で あ
る か ら,こ こ で は と りた て て 述 べ な い 。 各 言 語 に お け る外 来 語 の 原 語 と の
意 味 や 用 法 上 の ち が い を比 較 す れ ば,そ れ ぞ れ の 言 語 集 団 の 思 考 方 式 や 文
化 が 反 映 さ れ て い る の で,興 味 あ る研 究 の 対 象 で あ る と思 わ れ る が,そ の
よ う な 研 究 に 筆 者 は 寡 聞 に し て 接 し た こ とが な い 。
中国語 におけ る外来語の変化 と用法
中国語で使 われ てい る外 来語 の数は比較 的少数で,現 状 で は専 ら中国 に
ない事物や思想 を表すため に用 い られてい る。 しか も,そ の大部分 は意訳
語 であ り,最 初 は音訳語 であ って も時間の経過 につれ て意訳語 に変化 して
い くのが特徴で あ る。次 にその例 をい くつか挙げ る。
guiter吉他→ 六弦琴camera開 麦拉 →照相機gasoline格 士林
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→ 汽 油vitamin維 他 命 → 維 生 素pump水 泉 → 抽(水)機
cement西門土 →洋 灰→ 水泥telephone徳 律風 →電 話penicil-
lin盤尼 西林 →青 憲素hormone荷 爾 蒙→激素
この ような意 訳語 とな って しまえば,一 般 の中国人に対 しては外来語 と
い う感 じを与 えないで あろ う。 異分子 をいつ の間にか同化す る伝統 が作用
して いる とみ るこ ともで きる。 中国語 では外来語 も漢字 で表記 され るため,
日本語 におけ るよ うに視覚的 な インパ ク トはほ とん どない。 したが って,
休暇 を レジャー とかバ カンス と言 い替 えて楽 しそ うな感 じを出 した り,借
金 をロー ン,割 戻 しを りべ一 トと言 って体裁 をつ くろ うとい った用法 は,
今の ところ まだない ようであ る。 また,牛 乳 と ミル ク,ご 飯 とライ 礼 菓
rとケー キの よ うに,微 妙 な区別 を表 わす 用法 もみ られ ない。
日本語 か らの借 用
ヨー ロ ッパ語の音訳語 は時 を経 るに従 って意訳語 に置 き換 え られ るが,
日本語か らの借用語 はほ とん ど変化 しない。明治時代 に作 られた 日本 の漢
訳語 は中国語 によ くな じむか らであ る。 そ うでない もの,例 えば手続 ・黒
幕 ・取消 ・立場 ・大型 ・場合 の ような和語 であって も,漢 字 を使 ってい る
ためか,あ ま り抵抗 な く使 われ ている。清 末に 日本語が大量 に輸 入 され た
とき,知 識 人の間 ではか な りの抵抗が あった。 「革 命 」は もともと 「改革 天
命」とい う意味 で あるの に,こ れ をrevolutionの意味 に使 うの はけ しか ら
ん とい う人が いた。学者 であ りジャーナ リス トとして も有名 であ った梁啓
超は,日 本語か ら借 用 した 「経済学 ・哲学 ・社会学」の代 りに 「資 生学 ・
智学 ・群学 」 とい う訳語 を当てて対抗 したが,結 局使 われ なか った。 筆者
はかつ てある中国の 青年 に,「重点 ・科学 ・積極 な どは 日本語か ら入った
のだ といった ところ,かれ は信 じられ ないよ うな顔 をした し,「市場 ・瓦斯 ・
高潮」の よ うな 日本語の 色彩の濃 い語で さえ も,中 国語で ある と思 い こん
でい た。
外来 語の規制 問題
中国語 で使用 されて いる外 来語は比較EI`」少数 なため,そ の使用 に関す る
規制 問題 は現 在の ところ表面化 して いない。 ただ,音 訳 に さい して どうい
う字 を使用す るか とい う問題 が ある。 先に も述べた よ うに,単 に原語 の 音
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に近 い漢字 を選ぶ だけでは な く,漢 字の持 つ意味が意識 され るため に,同
じ原語 を表わすのに さまざまな漢字が選ばれることがある。例 えば,chocolate
に対 して次の ような 多 くの訳語 があ る。
巧克 力,巧 格 力,巧 古 力,朱 古 力,朱 口力,査 古力,査 古律 ……
「光 明 日報」の投書欄 に次 の よ うな投書 が出た こ とが ある。
ある本 に 「布 呂激爾」 と書 いてあ ったので,ウ ェ リン トン と共 にワ
ーテル ローでナ ポ レオンを打 ち破 ったブ リュ ッヘ ルか と思 った ところ,
孫文 の軍事顧 問 を していた ソ連 の 「布柳 赫爾」将 軍で あった。ア メ リ
カの有名 な女優r葛 麗 ・嘉宝」 が 「奇勒 ・基宝」 に なった り 「嘉 宝仙」
となるのは困 る。
有名 な人物や よ く使 われ る地名 な どはだ いた い使用す る文字が 一定 してい
るが,そ うで ない ものは筆 者に よってい ろい ろな字が 当て られ,し か もそ
の読 み方が時 として方 言音に よってい るこ とがあ るので,問 題 が複雑 にな
る。この投書の後半 に出 ているス ター名 がそれで,共 通語音 で読 む と,「葛
麗 ・嘉宝」 は 〔kglit∬apao],「奇勤 ・基宝」 はltl望ilgtlipao]とな り,何
れ も誰 の こ となのか よ くわか らない。 しか し,広 東方 言では前 者は[kotlai
kapou]後者は[k`eilakkeipou]と読み,そ れ ぞれグ レタ・ガルポ,ク ラ
ー ク ・ゲーブルで あるこ とが わか る。投書者 は地 方の青 年教 師で,ア メ リ
カ映 画 界の こ とを知 らないこ とも相 ま って,同 一汰 物 だ と思 った ところか
ら混乱 したので あろ う。何れ に して も,音 訳に さい して使用 され る文字が
不統 一なため に生 じる問題 であ る。
中国語 におけ る外来語の将来
現 在,申 国語 の なかで 日常用 い られてい る外来語/中 国 人が外来 語 と思
う語)はa日 本語の それ に比べ る とは るかに少数 であ る。 その原因は いろ
いろ言われて いる。外国 との接 触度 が低 い,交 通 ・通 信手段 が 未発達で あ
る,教 育の 普及率 が 高 くない等であ る。 また,中 国 人の気風が外 来語の 多
用 を好 まないか らで ある とか,中 国語 は表現 力に富んで いて外 来の事 物や
長現 を うま く中国語 に置 き換 え るこ とがで きるか らだ,ヒ い う説 もある。
しか し,筆 昔はS外 来語の使 用が少 ない根本的 な原閃はr中 国語が 一・般的
な表記法 としては漢字 だけ しか使 わ ない ところに ある と思 う。漢字は 音 と
意味 との結 合 よ り成'、てい るか ら,漢 字 を使用す るか ぎり,昌二訳に 当って
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意味 を完全 に排 除す るの は非常 に不 自然で あ りかつ不安 定で ある。音訳語
にいろいろな漢字 が使 われ た り,音 訳語が意訳語 に変化 してい くの は,漢
字 を表音のみの手段 として使 うのが その本質 にそ ぐわないか らで ある。
文 字改革の一環 として,1957年に 「中国語 ローマ字」が制 定 され,学 校
教育 に取 り入れて いるが,現 在は専 ら漢字の読み方 を示すふ りが な として
用 い られてお り,日 本語 にお けるカナ とは全 く用法が異 る。公文書 は もと
よ り,出 版物 はほ とん ど横書 きになったので あるか ら,外 国の 固有名詞 ぐ
らいは ローマ字書 きに して もよいの ではないか と思 われ るが,中 国人 は漢
字 とローマ字の混用は好 まないので ある。
1957年に訪 中 した とき,文 字改革委 貝会 と座談会が あ り,そ の席上 で次
の よ うな質疑応答が交わ された。
訪 中団:小 学 生の詩文 に,日 本語の漢字 かな交 り文の ような漢字 ロー
マ字文 が登場 して いる。今後,過 渡期 の現象 と して,漢 字 ローマ字
混 り文 が 中国語 の表記 法 として広 まるこ とはないだろ うか。
委 員会:ロ ーマ字は漢字 をおぼ える補 助 として用 い られ ている。漢字
をおぼ えて しまえば必要 が な くなる。 日本語の漢字か な交 り文 の よ
うに,漢 字 とローマ字 を まぜ て使 うよ うになるこ とはお そ ら くない
だ ろ う。
訪 中団:中 国では,い ま外国の 人名 ・地名 な どを漢字で書 いて いるが,
これは ローマ字 を用 いないのか。
委 員会:漢 字 をや めて ローマ字で表わせ とい う人 もいる。 しか し日本
人の場合,た とえば 田中はtanakaとして しま うと,中国では な じみ
が な くなる。 また,中 国に ない音 をど うす るのか。
(「第1回 訪 中報告」 中国語教育 活動 家連合,1977年9月よ り)
1975年とい えば まだ四人組 の時代で,毛 沢東の威光 が輝 いて いた。毛 沢東
は1951年に 「文字 は改革 されねば ならない。世 界の文 字 と共通 の表音化 を
目ざすべ きであ る」 といって る。毛 主席の この大 号令の下で,進 歩的 な学
者 た ちか ら上記 の よ うな同答が出た とい うこ とは,中 国語 と漢字 の きつ な
がいかに強靱 な ものであ るか を物語 ってい る といえよ う。
中国語 が漢字の みで表記 されて いるか ぎ り,外 来語 の使 用は現状 とさ し
て変 らないのではないか。つ ま り,外 来語 の大部分 は意訳語 となって,一
般民衆 はそれに対 して外 来語 とい う感 じを抱か ないであ ろ う。
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中国語 と漢字
近百年来,日 本で も中国で も,文 字改革論者は漢字 を表音文字(ロ ーマ
字)と 比べて悪いことづ くめの表記法 とみなしてきた。果 してそうであろ
うか,中 国人が漢字 を捨て られないのは,単 に四千年の しがらみであると
して片付 けられるであろうか。
エ レク トロニ クスの進 拳は,か つて専 門家が永遠 に不可能 であ ろ うと思
っていた音声 ワー プ ロを実現 させ た。現在 は まだ性能的 には問題 があ るが,
家庭 で も使 え るよ うにな る 日はそ う遠 くない と思 う。
文字 は数 が少ないほ ど,形 が簡単 なほ どよい,と い うものでは ない。 コ
ン ピュー ター の よ うに,+と 一だけを人間の表記法 として使 うこ とはで きな
い。漢字 には使用上 の 否定要 因 と肯 定要 因 とが ある。科学の進 歩は 否定要
因を弱め るか ら,そ れ に伴 って肯定要 因が相対 的 に強 まる と考 え られ る。
漢字 自体 も改 良され てい くので,漢 字 が滅 びて廃 止され る 日は,ロ ーマ字
論者が考 えて いるほ ど早 くや って来 ないのでは なか ろ うか。
中国語 が漢字 を完全 に捨 てて しま うためには,漢 字の母体 で あ る中国語
が 中国語で な くな る くらいの大変革 を とげねば な らない と考 える。 もちろ
ん,漢 字の使 い方や形 は長 い間にかな りの変化 をす るで あろ う。昭和59年
9月28日付毎 日新聞の 「中国漢字事情」 とい う記事 の 中に,洛 陽の あるホ
テルの大 食堂 に 「ICE」「J水(ジ ュ 一ース ら しい)」とい う貼 紙 が あ るの を見
て,日 本の若 者の"感 字"を 思 いだす,と い う報告 が あった。 上に紹介 し
た文 字改革委 質の発言 に もかか わ らず,中 国語 が漢字 だ けで表記 され てい
る現状 に変革 が起 こる可能 性 を否定す るこ とはで きない よ うで ある。
とすれば,中 国語 にお ける外来語の使 用状況 に も大 きな変化が生 じるか
も知 れ ない。
